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広報 

●特集　豪雪に立ち向かう 
●住民税の申告相談がはじまります

主な内容

・特集 豪雪に立ち向かう　…………

・井川町消防団出初め式……………

・公民館だより・花いかだ ほか……

・まちの話題…………………………

・くらしの情報、見てみて、みんなの広場
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「大雪に負けず、元気に登校」「大雪に負けず、元気に登校」
1月 16日、冬休みが明けて授業を再会し1月 16日、冬休みが明けて授業を再会し
た井川小学校。休み期間中の大雪で通学路た井川小学校。休み期間中の大雪で通学路
の道端にも積雪の山…。子どもたちの登下の道端にも積雪の山…。子どもたちの登下
校の安全を、と地域と保護者をあげて歩道校の安全を、と地域と保護者をあげて歩道
の除雪にあたりました。の除雪にあたりました。
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１
月
５
日
早
朝
、
前
日
か
ら
降
り
続
い

た
大
雪
は
一
晩
で
町
全
体
を
飲
み
込
み
、

住
民
生
活
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
の
し

か
か
り
ま
し
た
。
秋
田
地
方
気
象
台
の
観

測
デ
ー
タ
で
は
、
こ
の
日
の
五
城
目
観
測

地
点
の
最
深
積
雪
は
１
３
７
㌢
を
記
録
。

な
お
、
２
日
前
の
１
月
３
日
時
の
同
地
点

で
の
最
深
積
雪
は
65
㌢
で
し
た
。

に
立
ち
向
か
う

に
立
ち
向
か
う

豪豪
雪

※
最
深
積
雪
と
は
積
も
っ
た
雪
の
深
さ

で
、
降
雪
の
ほ
か
に
雪
の
沈
降
や
蒸

発
、
溶
解
な
ど
で
変
化
す
る
た
め
、
一

般
に
降
雪
量
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

▲

4日朝、車に積もった雪に住民もあ然。さくら町内
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▲５日朝、前日夜からの大雪があがり、町内ではトラクターが
雪寄せに走り回る（田中町内から農協方面を望む）

町
で
は
12
月
28
日
付
で
「
豪
雪
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
12
月
上
旬
か
ら
の
断
続

的
な
積
雪
と
、
年
末
年
始
の
降
雪
に
警
戒

を
強
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
月
４

日
か
ら
５
日
朝
に
か
け
て
の
降
雪
は
想
定

を
は
る
か
に
上
回
り
、
交
通
障
害
な
ど
に

よ
り
町
の
中
枢
機
能
は
一
時
ま
ひ
し
、
住

民
生
活
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。町

で
は
町
職
員
や
地
域
の
消
防
団
員
に

よ
る
巡
回
と
積
雪
状
況
の
把
握
に
つ
と
め

た
ほ
か
、
孤
立
世
帯
の
解
消
と
幹
線
道
路

の
交
通
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
が
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
の
状
況
把
握
に
あ
た
る
な

ど
、
地
域
の
安
全
を
守
ろ
う
と
す
る
活
動

が
随
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▲6日、道路脇の雪で車の往来もままならず。町民体育館前の県道

▲急ピッチで除雪作業が進む。歩道の排雪も急務。12 日の田中町内にて

▲道路脇の急斜面では雪崩の危険性が高く、通行止めの箇所も…。
16 日の葹田～綱木沢間の町道にて3
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り
あ
え
ず
車
一

台
を
通
す
分
が

や
っ
と
…
。ロ
ー

ダ
ー
で
除
雪
で

き
る
量
と
し
て

は
ゆ
う
に
限
界

を
超
え
て
い
ま

し
た
。
除
雪
に

あ
た
っ
て
十
数

年
経
ち
ま
す
が
、

今
回
の
雪
は
一
度
に
除
雪
す
る
量
と
し
て
は

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
程
の
量
で
し
た
ね
。

こ
の
後
も
寒
さ
が
緩
ん
で
雪
解
け
が
進
む

と
危
険
な
箇
所
が
出
て
き
ま
す
。
交
通
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
迅
速
な
作
業
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

四
八
豪
雪
は
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

30
数
年
を
経
て
、
今
な
お
そ
の
思
い
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
に
住
民
の
生
活

が
雪
に
よ
っ
て
切
迫
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
前
日
夜
か
ら
の
降
雪

が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、昼
間
も
降
り
続
き
、

ま
た
た
く
間
に
大
雪
が
あ
た
り
を
包
み
こ
み

ま
し
た
。
役
場
に
出
勤
し
た
ま
ま
仲
台
の
自

宅
に
帰
れ
ず
に
浜
井
川
の
同
僚
宅
へ
一
晩
泊

め
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

当
時
、
私
は
町
公
民
館
に
配
属
さ
れ
、
社

会
教
育
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

青
年
会
活
動
の
盛
ん
な
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
雪
を
乗
り
越
え
、
春
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
木
々
の
倒
木
、
道
路
等
の
汚

れ
な
ど
、
雪
解
け
後
の
そ
の
惨
状
は
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
。青
年
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

町
で
は「
豪
雪
に
さ
ら
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
は
、

今
荒
れ
放
題
で
す
」
と
の
見
出
し
で
地
域
の

清
掃
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
、
広
報
に
折

り
込
ん
で
全
戸
配
布
。
こ
れ
に
賛
同
し
た
部

落
会
（
現
町
内
会
）
を
取
り
込
ん
で
昭
和
49

年
５
月
３
日
、
全
村
を
あ
げ
て
の
一
斉
清
掃

が
行
な
わ
れ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
が
今
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る〝
全
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
〞

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

4-4

12
月
中
の
出
動
は
数
回
程
で
す
の
で
、
今
冬

の
除
雪
は
早
く
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

１
月
４
日
は
深
夜
か
ら
ロ
ー
ダ
ー
で
出

動
。
そ
の
頃
す
で
に
腰
ま
で
あ
っ
た
雪
に

作
業
も
思
う
よ
う
に
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
も
確
認
で
き
る

状
態
に
は
な
く
、
道
路
際
を
手
探
り
で
ロ
ー

ダ
ー
を
進
め
て
い
く
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

作
業
を
開
始
し
て
も
依
然
と
し
て
降
雪
は
収

ま
ら
ず
、
道
路
上
に
積
も
っ
た
雪
を
押
し
て

も
バ
ッ
ク
を
見
る
と
す
ぐ
に
積
も
っ
て
し
ま

う
程
の
降
雪
量
。
ロ
ー
ダ
ー
で
さ
え
も
進
む

の
が
大
変
な
状
況
で
、
町
道
で
は
立
ち
往
生

し
て
い
る
車
も
何
台
も
あ
り
ま
し
た
。

明
け
て
５
日
か
ら
は
連
日
除
雪
作
業
が

続
き
ま
し
た
。
幹
線
道
路
の
交
通
確
保
も
と

四八豪雪で得た教訓から、
雪消え後の対応が課題と
話す、齋藤一男さん（仲台）

除
雪
エ
リ
ア
は
葹
田
か
ら
東
部
地
区
、
井

内
町
内
ま
で
の
、
町
の
中
で
も
積
雪
の
多
い

エ
リ
ア
で
す
。
今
年
度
は
12
月
13
日
か
ら
除

雪
作
業
を
は
じ
め
て
、
正
月
も
休
み
な
く
除

雪
作
業
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
例
年
だ
と

▼

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
量
の
除
雪
に

悪
戦
苦
闘
の
毎
日
と
話
す
伊
藤
操
さ
ん
（
横
岡
）

▼ 4 日の日没から強まった風雪が一向にやまず、住民
の不安もつのる。５日午前零時過ぎ、秋田地方気象
台は秋田中央地域に大雪警報を発令。夜を徹して除
雪にあたる家庭も―。

▼強い風を伴う雪が続き、国道などでは吹きだまりに
よる自動車事故が多発。国道７号の八郎潟町地内で
は5日午前４時から同日夕刻まで通行止めに。

　また、秋田自動車道などは吹雪による視界不良や除
雪作業のため、４日夜から通行止め。

▼ 5 日未明から町内各地で除雪機械をフル稼働して作
業にあたるが、短時間での大量の降雪に作業が難航。

▼夜明けとともに町内各家庭では除雪作業に追われ
る。町道などでも懸命の除雪作業が続くが、大野地
町内などでは一時孤立状態の箇所も…。地域の消防
団などでは積雪状況の情報収集に走り回る。

▼ 5 日朝から JR 奥羽線が除雪作業のため終日運休。
路線バスもストップ、公共交通機能がまひ状態に。

▼５日午前９時、前日から降り続いていた雪も収まる。
町内各家庭ではトラクターなどを用いての除雪作業
が本格化。雪捨て場の確保が急務に。

▼ 5 日午前 11 時頃、秋田中央地域の大雪警報が解除、
注意報に切り替えられる。

▼ 5 日午後４時、国道７号（八郎潟町地内）の通行止
めが解除される。

▼ 5 日夕、町内の幹線道路の除雪が完了。町道等では
暫時1車線分の通行を確保する。

▼県内全域に発令されていた大雪注意報は５日午後
10 時半に解除されるが、雪崩を伴う危険な状態が
依然として続く。

▼７日朝、JR 奥羽線／秋田―東能代間は３日ぶりに
運転を再開する。

▼ 17 日、町では臨時議会を招集。一般会計予算に
35,000 千円を追加し、除雪費の総額を 60,000
千円にした。

4

大雪の記録大雪の記録
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豪
雪
に
よ
っ
て
、
よ
り
絆
を
強
め
た
〝
地

域
住
民
の
連
帯
感
〞
が
全
村
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
を
生
み
、
そ
の
流
れ
が
現
在
の
地
域

の
花
だ
ん
作
り
な
ど
の
環
境
美
化
運
動
と
し

て
今
な
お
、
根
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

四
八
豪
雪
で
得
た
教
訓
か
ら
、
こ
の
後
、

春
に
向
け
て「
雪
解
け
対
策
」が
重
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
道
路
や
河
川
の
汚

れ
、
山
地
の
地
す
べ
り
や
倒
木
、
農
用
地
や

農
業
施
設
の
被
害
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
被
害
が

雪
解
け
と
共
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

雪
消
え
後
に
残
る
町
の
汚
れ
を
ど
う
き
れ
い

に
す
る
か
、
地
域
を
ど
う
立
て
直
し
て
い
く

か
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
態
勢
を
、
今
か

ら
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豪
雪
と
い
う
言
葉
か
ら
思
い
返
さ
れ
る

の
は
昭
和
48
年
末
か
ら
49
年
に
か
け
て
の

「
四
八
豪
雪
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
の
大
雪
と
四
八
豪
雪
と
の
、
ど

ち
ら
が
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

か
は
、
除
排
雪
能
力
の
向
上
や
道
路
交
通
事

情
な
ど
の
社
会
条
件
等
、
記
録
に
表
れ
な
い

と
こ
ろ
で
一
概
に
比
較
で
き
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
雪
を
雪
国
の
宿
命

と
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
地
域
が
こ
の
教
訓
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題
を
提
起
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

雪
に
立
ち
向
か
う
冬
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
を

向
か
え
る
の
で
す
。

▲

農
業
施
設
等
の
被
害
も
次
第
に
明
ら
か
に
…
。

5

新
年
早
々
の
大
雪
で
交
通
や
町

民
の
生
活
は
大
混
乱
に
陥
り
、
正

常
化
す
る
ま
で
に
十
日
近
く
を
要

し
た
。
想
定
し
て
い
る
除
雪
能
力

を
超
え
る
記
録
的
な
豪
雪
だ
っ
た

こ
と
も
事
実
だ
が
、除
排
雪
体
制
、

情
報
の
収
集
と
提
供
、
町
民
の
対

応
な
ど
を
評
価
、
検
討
し
、
今
後

の
反
省
材
料
と
し
た
い
。
そ
れ
に

つ
け
て
も
徹
夜
で
除
排
雪
い
た
だ

い
た
業
者
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
感

謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

今
回
の
雪
で
混
乱
し
た
の
は
秋

田
市
や
男
鹿
市
、
南
秋
田
郡
な
ど

の
沿
岸
部
。
本
町
で
は
年
末
の
23

日
、
24
日
の
二
日
間
で
50
㌢
の
ベ

タ
雪
が
降
り
、積
雪
量
は
70
㌢（
湖

東
消
防
署
の
記
録
）
に
達
し
て
い

た
。
こ
の
除
雪
で
道
路
側
面
に
は

１
㍍
を
越
え
る
雪
壁
が
出
来
て
い

た
。
さ
ら
に
４
日
夜
か
ら
５
日
に

か
け
、
一
夜
で
49
㌢
の
降
雪
で
、

積
雪
量
は
１
０
５
㌢
に
な
っ
た
。

東
部
地
区
で
は
一
夜
で
70
㌢
〜
１

㍍
前
後
の
降
雪
量
だ
っ
た
と
推
定

し
て
い
る
。
グ
レ
ー
ダ
ー
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
の
除
雪
で
は
こ
の
壁

を
越
す
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
車
が
あ
れ
ば
も
っ

と
速
や
か
に
対
応
で
き
た
が
、
南

秋
田
郡
内
の
県
道
除
雪
の
た
め
１

台
が
配
備
さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
。
県
道
の
除
雪
だ
け
で
も
不
足

だ
っ
た
。

町
道
の
除
雪
対
象
路
線
88
㌔
は

夕
刻
ま
で
に
一
車
線
は
確
保
で
き

た
が
、
待
避
所
の
設
置
は
翌
日
に

持
ち
越
し
た
。バ
ッ
ク
ホ
ー
、ロ
ー

ダ
ー
を
投
入
し
、
本
格
的
な
排
雪

体
制
に
入
っ
た
の
は
四
日
目
以
降

だ
っ
た
。

列
車
は
三
日
間
全
面
運
休
、
路

線
バ
ス
、
診
療
所
バ
ス
は
10
日
以

降
ま
で
、
ご
み
収
集
は
正
常
化
す

る
ま
で
八
日
間
を
要
し
た
。
小
・

中
学
校
は
冬
休
み
だ
っ
た
の
が
幸

い
し
た
が
、
16
日
の
始
業
式
ま
で

に
歩
道
の
交
通
確
保
は
一
部
で
は

不
可
能
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
振

り
替
え
た
地
区
も
あ
る
。
高
齢
者

宅
の
通
路
確
保
は
消
防
団
が
５
日

中
に
対
応
し
た
が
、
屋
根
か
ら
の

落
雪
に
よ
る
ガ
ラ
ス
破
損
の
対
応

や
雪
降
ろ
し
の
依
頼
な
ど
、
こ
と

の
ほ
か
多
か
っ
た
。
欠
勤
者
も
相

当
数
に
上
っ
た
だ
ろ
う
。

農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
除

排
雪
も
力
を
発
揮
し
た
が
、
一
方

で
公
道
に
排
雪
し
、
通
常
の
除
雪

機
材
で
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
、

排
雪
後
に
道
路
を
雪
捨
て
場
が
わ

り
に
使
う
な
ど
ル
ー
ル
違
反
も
目

立
っ
た
。
不
測
の
事
態
で
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
後
も
雪
捨
て
場
の
確

保
は
重
要
事
項
だ
し
、
高
齢
者
へ

の
対
応
策
は
具
体
的
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
集
落

間
の
連
絡
道
は
う
回
路
が
あ
れ
ば

異
常
時
に
は
除
雪
を
ス
ト
ッ
プ
、

幹
線
道
に
集
中
す
る
こ
と
、
県
に

ロ
ー
タ
リ
ー
車
を
増
強
す
る
こ
と

の
要
請
な
ど
も
必
要
だ
ろ
う
。
有

線
放
送
で
の
情
報
提
供
も
よ
り
具

体
的
な
内
容
に
す
る
こ
と
も
重
要

だ
。
反
省
材
料
は
尽
き
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
。
各
自
も
不

測
の
事
態
へ
の
対
応
を
日
常
的
に

考
え
て
ほ
し
い
。

06
年�

05
年�

04
年�

03
年�

02
年�

01
年�

00
年�

99
年�

98
年�

97
年�

160�
140�
120�
100�
80�
60�
40�
20�
0

■五城目観測地点での過去10年間の最深積雪（単位：cm）�
※06年は1月20日現在の数値�

25
43

87
55 63

37 52 51
79

137
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◇ 

表
彰
さ
れ
た
方
々
で
す 

◇

■
感
謝
状

退
職
団
員 

元
分
団
長 

伊
藤 

千
歳

退
職
団
員 

元
部
長 

中
道 

眞
一

退
職
団
員 

元
部
長 

半
田 　

茂

退
職
団
員 
元
部
長 

渡
部 

清
光

退
職
団
員 
元
部
長 

伊
藤 

文
雄

退
職
団
員 

元
部
長 
齊
藤 

芳
雄

■
秋
田
県
知
事
表
彰

▼
有
功
章

第
３
分
団 

分
団
長 

猿
田 　

勇

第
１
分
団 

副
分
団
長 

浅
野 

龍
夫

▼
永
年
勤
続
功
労
章

井
川
町
消
防
団
副
団
長 

安
田 　

實

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

第
５
分
団 

部
長 

鈴
木 

一
二

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

第
８
分
団 

副
分
団
長 

三
浦 

公
徳

元
第
２
分
団 

部
長 

齊
藤 

芳
雄

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

第
５
分
団 

部
長 

伊
藤 

正
巳

第
６
分
団 

部
長 

伊
藤 

順
二

第
７
分
団 

部
長 

三
浦 

武
志

第
８
分
団 

部
長 

宮
田 　

満

第
８
分
団 

部
長 

澤
石 　

聡

■
井
川
町
長
表
彰

年
間
無
火
災
表
彰 

井
川
町
消
防
団

13
年
間
無
火
災
表
彰 

第
６
分
団

５
年
間
無
火
災
表
彰 

第
５
分
団

５
年
間
無
火
災
表
彰 

第
７
分
団

４
年
間
無
火
災
表
彰 

第
２
分
団

４
年
間
無
火
災
表
彰 

第
３
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰 

第
４
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰 

第
８
分
団

１
年
間
無
火
災
表
彰 

第
１
分
団

■
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
勤
続
章

（
10
年
以
上
勤
続
し
、
成
績
優
秀
で
あ
る
者
）

第
２
分
団 

団
員 

鎌
田 　

悟

第
４
分
団 

団
員 

鷲
谷 　

保

■
秋
田
県
消
防
協
会

男
鹿
南
秋
支
部
長
表
彰

▼
７
年
勤
続
団
員

第
１
分
団 
団
員 

中
道 

喜
仁

第
１
分
団 
団
員 

森
田 

昌
宏

第
３
分
団 

団
員 

伊
藤 

敏
博

第
４
分
団 

団
員 
鷲
谷 

正
一

第
５
分
団 

団
員 
渡
邊 
正
美

第
６
分
団 

団
員 

石
井 　

智

▼
優
良
消
防
団
員

第
１
分
団 

団
員 

鈴
木 

大
樹

第
１
分
団 

団
員 

伊
藤 

敦
也

第
２
分
団 

団
員 

遠
間 　

康

１
月
４
日
、
井
川
町
消
防
出
初

め
式
が
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
朝
方
か
ら
強
く
吹
雪
く
、
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
各
分
団
員

と
ポ
ン
プ
積
載
車
が
堂
々
と
分
列
行

進
し
、町
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
期
勤
続
団
員
や
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝

状
や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、
齋
藤

町
長
が
「
昨
年
、
年
間
無
火
災
を
達

成
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
団

員
の
兼
業
化
や
高
齢
化
な
ど
、
社
会

の
変
化
に
応
じ
て
活
動
の
内
容
も
変

わ
っ
て
き
た
。
行
方
不
明
者
の
捜
索

活
動
と
い
っ
た
本
来
の
業
務
で
は
な

い
活
動
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
信
頼

を
得
て
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
猿
田
勇
さ
ん

（
坂
本
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
最
後
に
、

団
員
全
員
で
決
意
表
明
文
を
読
み
上

げ
、
地
域
の
安
全
と
防
災
へ
の
決
意

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

―
 

昨
年
に
引
き
続
き
年
間
無
火
災
と
地
域
防
災
を
誓
い
合
う ―

6
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イキイキ子育てイキイキ子育てイキイキ子育て

公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

第20回わんぱく雪まつり
■と　き　２月５日（日） 　午前9時開始
■会　場　赤沢山スキー場
■内　容　スキー・スノーボード教室・馬そり・

雪上キックベースボール大会・もち
つき大会など。

※参加はすべて無料です。家族、友だちと誘い合っ
て、赤沢山スキー場で楽しくすごしましょう。

　冬休みはいかがでしたか？この冬は例年にな
い程の大雪で、ご家族での雪寄せ作業で大変だっ
たことと思います。
　さて、学校生活がスタートしました。生活の
リズムは大丈夫でしょうか……

　子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時間
も短くなっています。深夜テレビや 24時間営
業の店などが世の中にあふれる中、家庭におい
ても、大人の夜型の生活に子どもを巻き込んで
いるのではないでしょうか。
　早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をと
ることは、子どもの健やかな成長と生活リズム
を確立するためには大切です。家庭で早寝早起
きのルールをつくり、習慣をつけるようにしま
しょう。 『家庭教育手帳』より

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

寒さが一段と厳しく感じられる季節ですが、ご家族での心温まる読書
はいかがですか？今月も心を込めてみなさまにお届けします！

ばばばあちゃんのマフラー さとう　わきこ／福音館書店
ばばばあちゃんのつくったマフラーは、かぜをひかないように、
いろいろな人や動物を守ってくれる。

…読み手の私たちの心もポカポカあたたかくなってきます。

アニメ絵本　ハウルの動く城
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ、宮崎　駿／徳間書店

英国のファンタジー児童文学「魔法使いハウルと火の悪
魔」を原作に“生きる楽しさ”“愛する歓び”を描いた
宮崎駿監督作品。 …絵の美しさに吸い込まれていきそうです。

あなたの夢はなんですか？　私の夢は大人になるまで生きることです
池間　哲郎／致知出版社

３年B組金八先生で紹介された、今子どもに読ませた
い本No.1。 …アジアの子どもたちの様子が伝わってきます。

五十からでも遅くない 瀬戸内寂聴／海竜社
人生の喜びは五十から…あなたに贈る珠玉の訓え。

…私たちが幸せに生きるための文が書かれています。

是非読んでみてください。

いのちの落語 樋口　強／文藝春秋
がんと闘う人々とその家族を招待し、東京深川で年に一度だけ行
なわれる創作落語がある。その高座に上るのは、悪性の肺がんか
ら生還した会社員。

自分のまわりにいいことがいっぱい起こる本
原田　真裕美／青春出版社

幸運も不運も選んでいるのは“あなた”です。本当の自分が望ん
でいることなら、必ず幸せに出会えます。（本文より）

あなたもこの本を読んで、自分自身を幸せにする方法を

見つけて下さい！

教室・講座 開　催　日 備　　考

いかわキッズ・クラブ 19日（日） 会場　森吉スキー場

和太鼓サークル 25日（土） 会場　公民館

英 会 話 教 室 1、8、15、22日（水） 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 2日、16日（木） 会場　公民館

井川高齢大学・大学院 24日（金） 公民館～卒業、修了式

お 茶 を 楽 し む 28日（火） 会場　公民館

不規則な生活をおくらせない

井川町道徳教育講演会
■日　時　２月16日（木） 　午前10：30～12：00

（受付は10：00からです）
■会　場　井川町公民館
■講　師　日本国際飢饉対策機構
　　　　　　　総主事　神田　英輔 氏
■内　容　世界各地でのボランティア活動を通

して、自分の目で見た世界の現状か
ら、日本人の生き方等についてお話
していただきます。

※町民どなたでも自由に参加してください。
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寝たきりにならない〝転ばぬ先の体づくり〟
きらめき女性のつどい

この日、町農村環境改善センターでは「きらめ

き女性のつどい」が行なわれ、50人余が集いま

した。この会は井川町婦人会が主催するもので、

地域の女性たちがつどい、その時々のテーマにつ

いて共に学び合うことをねらいとするもの。

今回は「転ばぬ先の体づくり 寝たきりになら

ないために」と題し、日本赤十字社秋田県支部・

稲岡一枝事業部推進係長を迎えての講話。「寝た

きりになる要因に最近顕著に増えているのは自宅

内でのつまずき、転倒による骨折。老化によって

衰える足腰の筋肉を貯〝筋〟して、骨を丈夫にする

ことが大事」と日常での軽い運動のし方などにつ

いて実技を交えて指導されました。

▼小野 敏明 氏（マザーズグループ 代表）

早くから「食の安全」や「環境保全型農
業」について関心を持ち、有機農産物等
の生産・流通に関連する事業に着手。高
い見識で全国の農産地から有機産物を仕
入れオーガニックスーパー（有機栽培農
産物及び加工品等の販売）、オーガニッ
クレストランなどを首都圏で幅広く展開
する。新潟県出身。

 

〝都市〟が〝農村〟に期待するもの
マザーズグループ・小野氏が講演

この日、町農村環境改善センターでは、首都圏

で有機農産物の販売事業等を展開するマザーズグ

ループ代表の小野敏明氏を講師に迎えての講演会

が行なわれ、町内外から約 80人が参加しました。

開会に先立って齋藤町長が「すでに水稲単一で

は農業は生き残っていけないということはどの農

家でも考えていることだろう。都市部に井川産農

産物を供給する体制をつくれないものかと模索す

る中で、首都圏を中心に有機スーパーを展開する

小野氏から来町していただくことになった。この

つながりを広げていってほしい」とあいさつ。

「農都不二 ～都会は農村がなければ生きてゆけ

ない」と題した講演で小野氏は「農業の〝業〟とい

うのは販売してお金を得るところ。逆に〝農〟はお

金にならないところ、人々にリラクゼーションや

癒しを与えるものでもある。しかし、これからの

社会で求められていくことの一つにはスローライ

フ、〝農的くらし〟や〝農的関係〟があげられるだろ

う。また日本の食料自給率は他の先進国と比べて

低く、他国からの輸入に頼っているところでもあ

る。安全で体に良い〝食〟を提供することを目的と

して、有機農産物等の

販売やそれらをメイン

とした外食産業を事業

展開してきた。安全で

安心な有機産物を首都

圏に提供していくうえ

で、井川町とのかかわ

りを持ちたい」と講話

されました。

くわしくは、町産業課〔電話（８７４）４４１８

／有線４５４６〕まで問い合わせください。

1/21

1/22
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日本国花苑が

〝絵ハガキ〟になりました

昨夏に秋田中央郵便局が募集した

「平成・私がお薦めする秋田の観光ス

ポット 30」で推薦者の投票の結果、

トップ10入りした日本国花苑（５位）

の絵入り葉書きが作成され、こ

のたび県内の各郵便局で限定販

売されることになりました。

■トップ10セット（10枚） 700円

■官製はがき１部 70円

１
／
８ 

第
19
回
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

鏡
開
き
大
会

（
会
場
：
井
川
町
民
武
道
館
）

〔
団
体
の
部
〕

優　

勝　

  

天
王
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

  

若
美
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

  

長
谷
川
道
場
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

〃　
　

  

井
川
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〔
個
人
の
部
〕

１
年
生
の
部 

３
位　

小
沼
美
沙
樹
（
街 

道
）

２
年
生
の
部 

１
位　

貝
田　

伊
織
（
街 

道
）

 

〃 

２
位　

澤
橋　

海
斗
（
羽 

立
）

４
年
生
の
部 

１
位　

伊
藤　

  

輝 

（
今 

戸
）

※ 

当
日
は
５
少
年
団
89
人
が
参
加

 

第 42回全町バスケットボール
スリーポイント・フリースロー大会

（会場：井川町民体育館）

〔町内の部〕

１位　街道チーム

２位　坂本チーム

〔男子・有志の部〕

１位　井川クラブＡチーム

２位　井川クラブＢチーム

〔女子・有志の部〕

１位　井川中学校Ｂチーム

２位　井川中学校Ａチーム

〔男子・フリースロー〕

20 代 １位　工藤　友和（羽 立）

30 代 １位　半田　秀人（田 中）

40 代 １位　伊藤　一彦（街 道）

50 代 １位　齋藤　良治（赤 沢）

〔女子・スリーポイント〕

 １位　渡部　夏澄（井川中２年）

〔女子・フリースロー〕

 １位　鷲谷　仁美（海老沢）

1 月 5日から行なわれた秋田県ミニバ
スケットボール大会で井川男子ミニバス
スポーツ少年団は順当に勝ち星をあげ、決
勝に駒を進めました。決勝戦では秋田市代
表の日新小学校に接戦の末に惜敗しました
が、全県準優勝の栄光をつかみました。
この後、３月上旬に秋田市を会場に行わ
れる東北大会に出場します。みなさんの応
援をお願いします。

井川町新春囲碁大会
（町農村環境改善センター）

〔囲碁の部〕

１位　細川　隆文（街  道）

２位　遠藤　政勝（今  戸）

３位　渡部　昇悦（新  間）

※当日は６名の参加でした。

井川男子ミニバス、全県準優井川男子ミニバス、全県準優勝勝

1/15

1/29

１
月
８
日
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●
自
営
業
者
の
場
合
、
売
上
げ
・
仕
入
れ
等

の
帳
票
お
よ
び
帳
簿
、
必
要
経
費
等
の
領

収
書

【
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
場
合
】

☆
農
協
等
か
ら
農
産
物
の
販
売
金
額
お
よ
び

転
作
に
関
連
す
る
補
助
・
拠
出
金
が
わ
か

る
書
類
を
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
作
付
面
積
が
２
㌶
以
上
（
大
規
模
農
家
）

の
方
は
、
必
ず
「
収
支
計
算
」
に
よ
る
申

告
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
・
支
出
の
帳

簿
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
る
帳
票
・
領
収

書
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
作
付
面
積
が
２
㌶
未
満
の
方
も
原
則
は

「
収
支
計
算
」
よ
る
申
告
と
な
り
ま
す
が
、

記
帳
や
領
収
書
等
の
保
存
が
不
十
分
の
方

は
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」
に
基
づ
き
算

出
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
修
繕
料
や
光
熱

水
費
、
水
利
費
、
農
具
の
償
却
費
の
控
除

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
「
申
告
書
の
書
き
方
」
や
各
種
計
算
書
の

様
式
等
は
町
役
場
・
税
務
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

平
成
18
年
度
「
住
民
税
の
申
告
相
談
」

が
、
２
月
８
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
必
要

な
書
類
等
を
持
参
し
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
さ
れ
た
所
得
に
つ
い
て
は
町
県
民
税

だ
け
で
な
く
国
保
税
の
所
得
割
課
税
の
対
象

と
な
る
も
の
で
す
。
町
で
は
公
平
か
つ
正
確

を
基
本
と
し
て
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
所

得
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
申
告
し

て
、
納
得
の
い
く
課
税
と
な
る
よ
う
、
申
告

相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
申
告
に
必
要
な
も
の

●
事
前
に
配
布
さ
れ
た
町
県
民
税
申
告
書
と

印
か
ん

●
平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保
険
料
、

損
害
保
険
料
、
医
療
費
の
領
収
書
と
そ
の

際
に
係
っ
た
電
車
賃
や
バ
ス
賃
な
ど
の
交

通
費
の
領
収
書
ま
た
は
そ
れ
ら
を
記
録
し

た
も
の

●
給
与
所
得
者
の
場
合
、
勤
務
先
か
ら
交
付

さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
、
ま
た
は
事
業
主
か

ら
の
支
払
証
明
書

住
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！ 

２
月
８
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

■
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

２
月
／

８
日
（
水
）

大
台
、
井
内
１
〜
４
班　

※

※
２
月
８
日
の
み
、
９
時
30
分
開
始

会
場
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
葹 

田
）

時
間
：
９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

９
日
（
木
）

井
内
５
〜
８
班
、
仲
台

10
日
（
金
）

大
麦
、
寺
沢
、
綱
木
沢

13
日
（
月
）

葹
田
、
館
岡
、
赤
沢

14
日
（
火
）

八
幡
、
大
倉
、
保
野
子

15
日
（
水
）

小
泉

16
日
（
木
）

宇
治
木
、
新
間

17
日
（
金
）

東
部
地
区
の
大
規
模
農
家

20
日
（
月
）

今
戸
１
区
〜
８
区

会
場
：
井
川
町
役
場
大
会
議
室

時
間
：
９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

21
日
（
火
）

今
戸
９
区
〜
16
区

22
日
（
水
）

小
今
戸

23
日
（
木
）

西
部
地
区
の
大
規
模
農
家

24
日
（
金
）

全　

町

26
日
（
日
）

全　

町
（
大
規
模
農
家
を
除
く
）

28
日
（
火
）

新
屋
敷
・
さ
く
ら
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〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
〞
を
支
援
し
ま
す 

〜
会
議
テ
ー
ブ
ル
等
を
貸
出
し
ま
す

平
成
17
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争

で
、
井
川
町
は
県
内
29
市
町
村
中
10
位
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
（
平
成
16
年
は
全
県
ワ
ー

ス
ト
２
位
、
66
位
／
67
市
町
村
中
）。

飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
は
、
昭
和
54
年
か

ら
、
飲
酒
運
転
違
反
や
交
通
事
故
の
抑
制
を

図
ろ
う
と
県
が
実
施
す
る
も
の
で
、
飲
酒
運

転
違
反
１
点
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

８
点
・
同
負
傷
事
故
３
点
、
飲
酒
運
転
以
外

の
死
亡
事
故
３
点
な
ど
と
点
数
化
し
、
年
間

の
合
計
点
数
と
町
内
の
運
転
免
許
所
有
者
数

と
の
比
率
で
順
位
を
競
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
者
が
後
を
絶
た
ず
…

一
昨
年
時
、
平
成
16
年
と
比
較
し
て
順
位

は
向
上
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
井
川
町

内
で
も
飲
酒
運
転
違
反
者
が
後
を
絶
た
ず
、

平
成
17
年
の
一
年
間
で
７
件
の
飲
酒
運
転
違

反
検
挙
者
（
平
成
16
年
は
14
件
）
が
あ
り
ま

し
た
。

飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
場
合
、
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
、
酒

気
帯
び
運
転
は
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
の
結
果
で
す 

井
川
町
は
全
県
10
位

　

井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
っ
て
い

る
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成

を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
目
的

で
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
25
台
、
椅
子
50
脚
等

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
町
内
21
カ
所
に
防

犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
を
町
内
会
や
グ
ル
ー
プ

等
で
借
り
た
い
場
合
は
、
井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
・
有
線

４
５
６
１
番
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
文
化
の

振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
な
ど
を

は
じ
め
、
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
を
通
じ

て
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
た
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
支
援
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
統

一
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
表

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
助
成
を

受
け
た
備
品
等
に
も
表
示
し
て
い
ま
す
。

月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

３
月
／

１
日
（
水
）

街　

道

会
場
：
井
川
町
役
場
大
会
議
室

時
間
：
９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

２
日
（
木
）

田　

中

３
日
（
金
）

羽　

立

６
日
（
月
）

西
部
地
区
の
大
規
模
農
家

７
日
（
火
）

小
竹
花
、
中
下
村
、
上
村

８
日
（
水
）

坂
本
、
大
野
地
、
横
岡

９
日
（
木
）

海
老
沢

10
日
（
金
）

全　

町

13
日
（
月
）

全　

町

14
日
（
火
）

全　

町

15
日
（
水
）

全　

町

 

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課 

℡
（
８
７
４
）
４
４
１
４
／
有
線
４
４
０
０
・
４
５
０
０
ま
で
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井川町役場　0018-874-4411
http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

からのお知らせ

県政モニターを募集します

秋田県では、県民のみなさんから県の
施策について提言・要望をお聴きし、
県政の推進に生かすことを目的とし
て、平成18・19年度の県政モニター
を募集します。

□募集人員　100人

□応募期限　３月３日（当日消印有効）

□主な内容　県が行なうアンケート調
査や意見募集への協力

□応募資格　県政に関心のある秋田県
内在住の満 16歳以上の
方（18年４月１日現在）
ただし、平成 14年度か
ら引き続き県政モニター
を委嘱されている方や、
地方公共団体の議会議員
ならびに常勤の公務員は
応募できません。

【問い合わせ】
秋田県情報公開課　調整・公聴班
電話０１８（８６０）１０７１
FAX ０１８（８６０）１０７２
メール monitor@mail12.pref.akita.jp
URL（応募フォーム）
http://www.pref.akita.jp/soudan/

monitor-bosyuu.html

〝就職面談会〟のお知らせ

ハローワーク秋田では就職面談会を開
催しますので、仕事をお探しの方々の
参加をお待ちしております。

□日時　２月９日（木）
13：30～16：00

□会場　ホテルメトロポリタン秋田

□対象　仕事をお探しの方
（18年３月大学・短大・専門
学校・高校卒者を含む）

□参加方法　履歴書をご持参のうえ、
直接会場へお越しください

【問い合わせ】
ハローワーク秋田

電話０１８（８６４）４１１１

一日・法務局なんでも相談所を
開設します

平日に法務局利用できない方に対し
て、法務局の所掌業務の登記、戸籍・
国籍、供託及び人権擁護に関する相談
を休日に行なう「一日・法務局なんで
も相談所」を次の日時に開設します。
相談は無料です。

□日時　２月５日（日）10：00～15：00

□会場　秋田ステーションデパート
「トピコ」

【問い合わせ】秋田地方法務局
電話０１８（８６２）６５３１

「地域に根ざした家づくり
町並みづくり」講演会

町並み。地域型住宅、民家再生、環境
共生住宅などをキーワードに講演会を
開催します。参加を希望される方は、
２月17日（金）までに秋田県建築住宅
課まで申し込みください。

□日時　２月22日（水）　13：30から

□会場　秋田県生涯学習センター

□講師　芝浦工業大学教授・
アルセッド建築研究所代表

三井所 清典 氏

【問い合わせ】秋田県建築住宅課
電話０１８（８６０）２５６１

■年金所得のみの方の
「申告説明会」を開催します

秋田北税務署では、年金所得のみで他
の所得を有しない方を対象とした確定
申告説明会を開催します。

□日時　２月７日（火）

□会場　ポートタワーセリオン２階

□時間　午前の部　10：00～ 12：00
午後の部　13：30～ 15：30

□持参する書類等
○税務署から送付された確定申告
書類一式（送付されていない方
についてはご用意します）

○公的年金の源泉徴収票
○国民健康保険、介護保険料など
を支払った金額の分かる書類

○生命保険料控除証明書、損害保
険料控除証明書

○その他の所得控除がある方はそ
の金額を計算できる書類

○印かん、筆記用具、計算用具
○申告される方名義の金融機関名・
口座番号のわかる書類

■税理士による
〝無料税務相談〟をご利用ください

秋田北税務署では、東北税理士会秋田
北支部の協力により、「税理士による
無料税務相談」を行ないます。

□土崎支所会場
２月27日（月）～３月３日（金）

□ジョイフルシティ男鹿会場
３月 １日（水）～３月３日（金）

【問い合わせ】
秋田北税務署 個人課税部門
電話０１８（８４５）１７５３

■税理士による
〝確定申告相談〟を実施します

東北税理士会秋田北支部では「税理士
による確定申告無料相談」を行います
ので、ご利用ください。

□土崎支所会場
開催日　２月17日（金）

【問い合わせ】
東北税理士会秋田北支部事務局
電話０１８（８３２）２３３１

防衛庁（自衛官）採用試験

□試験種目　自衛官２等陸士

 〃 ２等空士

□応募資格　18年 4月 1日現在、18歳

以上 27歳未満の男子

□受付期間　２月24日（金）まで

【問い合わせ】

自衛隊秋田募集案内所（秋田市茨島）

電話０１８（８６４）４９２９

http://www.akita.plo.jda.go.jp/

澤石尚
ナオヤ

哉ちゃん
（井 内）

高橋彩
アヤネ

音ちゃん
（新 間）
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) １月５日にかけての積雪で五城目観測地点
の最深積雪は何センチに達しましたか？

(2) 平成 18年度住民税の申告相談がはじまり
ますが、実施期間は何月何日から何月何日
までですか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
２月20日 ( 月 ) 当日消印有効

　クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の答えは、
(1)戌年 (2)赤沢山スキー場でした。
　抽選の結果、渡部純郎さん（新間）、森田美
紗さん（小今戸）、長谷川広子さん（秋田市）
にテレフォンカードをお送りします。

広報クイズ　No.174

　１　日R

　３　日T

　３　日T～　６　日P

　５　日O

　８　日R～17日T

16日S

　　〃

19日O

20日P～３月15日R

24 日T

井川町合同厄払い・還暦祭
（町農村環境改善センター）

こどもセンターまめまき会

早稲田大学留学生ホームステイ

わんぱく雪まつり
（午前9時～／赤沢山スキー場）

住民税申告相談（コミュニティセンター）

健康づくり管理指導委員会

道徳教育講演会
（10：30～／町農村環境改善センター）

環八郎湖流域の未来フォーラム
（町農村環境改善センター）

住民税申告相談（役場大会議室）

高齢大学・大学院終了式
（町農村環境改善センター）

保健だより●２月分

ぼくたち、むしばなかったよ
２歳児歯科検診で、むし歯のなかったこどもたちです

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

2月    6 日
 20 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

9：30 ～ 11：30
健康センター等

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

2 月 14 日
（火）

３ 歳 児
健 診 Ｈ14年6月～9月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

2 月 21 日
（火）

すくすく
学 級 H17年11月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ17年10月､7月、4月、
2月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので、１時までに受付を済ませてください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

2 月   2 日
（木）

風 し ん
予 防 接 種

Ｈ15年1月31日～Ｈ17年2月3日生
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

2 月 27 日
（月）

ＢＣＧ接種 Ｈ17年8月25日～Ｈ17年11月28日生
13：30 ～ 14：00
井川町診療所

※日本脳炎予防接種は、新しいワクチンができるまでの間、実施を見合わせています。

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の奇数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で
検診を希望する方

月～土　9 時～ 11 時（第２・４土曜日を除く）
木～金　9 時～ 11 時、13 時～ 14 時 30 分

病院･福祉活動室
電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

毎週金曜日
（3月受診希望の方は、2 月 10 日までに要連絡）

町健康センター
電話874-3300

千葉医院で検診を希望
する方（子宮がんのみ）

月～土　9 時～ 11 時
月～金　14 時～ 16 時

千葉医院
電話875-5360

食生活改善推進員養成講座

工藤結
ユチカ

誓ちゃん
（中下村）

三浦拓
タクミ

海ちゃん
（小竹花）

与良津
シンシ

志ちゃん
（小今戸）

天野　愛
マナ

ちゃん
（さくら）

伊藤愛
ア ミ

実ちゃん
（中下村）

高橋　和
ノドカ

ちゃん
（羽 立）

高橋未
ミライ

来ちゃん
（新 間）

の２月

伊藤信
シンタロウ

太朗ちゃん
（今 戸）

月　日 内　　　容 受付時間・会場

2 月 17 日
（金）

・17 年度事業の反省と18 年度事業計画
・講演「食生活改善推進協議会のあゆみと

今後に期待すること（仮）」
　秋田看護福祉大学　看護福祉学部　看護学科講師

岸　マサ　氏

9：30 ～ 12：00
農環センター
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

Health and Sickness
健康と病気

My head hurts. I have a headache.
（頭が痛い）

My ear hurts. I have an earache.
（耳が痛い）

My stomach hurts. I have a stomachache.
（お腹が痛い）

My back hurts. I have a backache.
（背中が痛い）

My throat hurts. I have a sore throat.
（のどが痛い）

I feel hot. I have a fever.
（熱がある）

I have a fever and a stomachache, and I feel 
weak. I think I have the flu. I will go see a 
doctor.
（私は熱があってお腹も痛い。そして力も入らない。インフ
ルエンザにかかったようだ。医者に看てもらいに行くよ。）

I have a toothache. I think I have a cavity. I will 
go see a dentist.
（歯が痛い。虫歯のようだ。歯医者に行ってみるよ。）

I had a headaache last night. I went to bed 
early. Today I feel fine!
（昨夜は頭が痛かったんだ。早く寝たんだ。今日は調子が
いいよ！）

筒井 　要さん (さくら )

漫画家になって、みん
なが楽しめる作品を描
きたいです。

渡辺 　亮さん (大野地 )

プロ野球の選手になっ
てタイトルをとりたい
です。

鷲谷 　凌さん (さくら )

お笑い芸人になりたい
です。

181

半田 眞衣さん ( 田中 )

福しの仕事について、
お年よりの手助けをし
てあげたいです。

草階 　望さん ( 井内 )

動物病院の看護師に
なって、動物を治して
あげたいです。

秋田南高校
アーチェリー部

畠山 智子さん（２年・上 村）

渡部 紗綾さん（２年・新 間）

的
を
設
け
、
中
心
が
10
点
、
外
側
に
向
か
っ

て
１
点
刻
み
と
な
る
的
を
射
っ
た
合
計
点
数

を
競
う
。
４
分
間
の
持
ち
時
間
内
に
６
本
の

矢
を
射
る
こ
と
を
６
回
繰
り
返
す
。
こ
れ
を

各
距
離
で
行
な
う
（
計
１
４
４
射
）
た
め
、

か
な
り
の
集
中
力
と
ス
タ
ミ
ナ
を
要
す
る
。

な
お
、
高
校
総
体
で
は
70
㍍
の
距
離
で
６
射

を
６
回
繰
り
返
す
こ
と
を
２
セ
ッ
ト
行
な
う
。

「
他
に
な
い
競
技
に
興
味
を
持
っ
た
」
と

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
話
し

て
く
れ
た
の
は
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
畠
山
智
子

さ
ん
。「
試
合
中
は
自
分
と
の
闘
い
。
緊
張

す
る
と
手
先
が
震
え
て
し
ま
う
の
で
、
常
に

同
じ
集
中
力
を
保
つ
こ
と
が
大
切
」と
話
す
。

ま
た
、「
試
合
は
主
に
屋
外
で
行
な
わ
れ

る
た
め
、
天
候
な
ど
の
条
件
が
結
果
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
。
風
を
読
む
こ
と

が
難
し
い
」
と
話
す
渡
部
紗
綾
さ
ん
は
「
１

射
１
射
、
後
悔
し
な
い
こ
と
」
を
心
が
け
、

屋
内
で
の
射
形
の
確
認
に
臨
ん
で
い
た
。

県
内
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
校
は
秋
田
南

高
校
を
は
じ
め
と
し
て
数
校
。
一
般
に
行
な

わ
れ
る
競
技
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
屋
外
の
平
坦
地
で
４

つ
の
距
離
（
男
子
は
90
、
70
、
50
、
30
㍍
、

女
子
70
、
60
、
50
、
30
㍍
）
に
置
か
れ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
（
標
的
）
を
ね
ら
っ
て
射
る
。
90
、

70
、
60
㍍
の
長
距
離
に
は
直
径
１
２
２
㌢
の

的
、
50
、
30
㍍
の
短
距
離
に
は
直
径
80
㌢
の
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武
田　

香カ
オ
ン桜
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

毎日、元気いっぱいの香桜。
特に最近はテレビの天気予報が
入るとテレビの前で体をゆらして
喜んでいます。
立って歩けるようになったら
一緒に散歩に行こうねっ！

　

父
・　
勉　
さ
ん

さ
く
ら
町
内

母
・
明
子
さ
ん

井川短歌会詠草

ど
っ
さ
り
と
屋
根
よ
り
落
ち
し
雪
の
山
困こ
ん
ぱ
い憊

の
夫
は
片
付
け
に
追
わ
る 

伊
藤
千
代
美

鶴つ
る
は
し嘴

と
唐と
う
ぐ
わ鍬

を
持
ち
出
し
砕
き
お
り
屋
根
よ
り
落
ち
て
凍
て
つ
き
し
雪 

小
林　

喜
作

雪
晴
れ
て
白
一
色
の
寒
き
朝
友
の
訃
報
を
痛
ま
し
く
聞
く 

児
玉
千
代
子

涙
こ
ら
え
吾
は
別
れ
の
言
葉
述
ぶ
微
笑
み
い
ま
す
遺
影
の
友
に 

遠
藤
恵
美
子

ふ
わ
ふ
わ
と
舞
い
散
る
雪
は
花
び
ら
か
積
も
り
て
輝
く
真
白
き
世
界 

伊
藤　

陽
子

鶏
を
捌
け
ば
料
理
数
多
あ
り
見
事
に
食
べ
て
子
等
は
伸
び
行
く 

鈴
木
ヒ
ロ
子

き
ら
き
ら
と
お
日
様
照
ら
す
空
眺
め
豪
雪
の
冬
を
一
休
み
す
る 

工
藤　

美
穂

夫
逝
き
て
は
や
七
年
に
な
り
た
れ
ば
う
か
ら
等
集
い
て
法
要
を
せ
り 

小
林　

タ
ミ

一
人
住
む
老
い
の
暮
ら
し
は
厳
し
か
ら
ん
豪
雪
の
こ
の
冬
を
し
の
ぎ
て
く
れ
よ 

鈴
木　

鉱
造

一
年
ぶ
り
に
会
い
た
る
孫
は
わ
が
背
越
え
足
な
が
娘
に
変
わ
り
て
お
り
ぬ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

春
く
れ
ば
消
え
行
く
は
ず
の
雪
な
れ
ど
人
は
弱
き
か
な
捨
つ
る
ほ
か
な
し 

す
ず
き
い
さ
む

みんなのひろば

　

一
見
無
機
的
な
素
材
が
、
花
び
ら

の
よ
う
に
楽
し
く
舞
う
。
原
っ
ぱ
で

風
が
向
き
を
変
え
る
た
び
に
、
深
紅

色
の
ア
ク
リ
ル
板
が
く
る
く
る
と
回

り
、
時
折
、
雲
間
か
ら
さ
す
日
差
し

に
き
ら
き
ら
光
っ
て
、
ま
っ
た
く
見

て
い
て
飽
き
な
い
。
動
き
を
追
い
か

け
る
だ
け
で
心
が
弾
む
。

　

支
柱
か
ら
つ
き
だ
し
た
二
本
の

ア
ー
ム
が
二
本
の
枝
を
支
え
、
先

端
は
さ
ら
に
小
さ
く
枝
分
か
れ
し
て

い
る
。
枝
先
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ア

ク
リ
ル
板
は
軸
を
中
心
に
機
械
的
に

く
る
く
る
と
回
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
か
方
向
を
定
め
た
動
き
に

見
え
な
い
。
ふ
わ
ふ
わ
と
樹
か
ら
離

れ
て
、
散
り
落
ち
そ
う
な
錯
覚
さ
え

覚
え
る
。「
風
に
振
り
付
け
を
委
ね

た
自
然
と
の
共
感
装
置
」
と
い
う
楠

の
ね
ら
い
は
、
確
か
に
我
々
の
目
を

と
ら
え
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

  

動
く
彫
刻
も
近
年
は
各
地
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
ル
の
谷
間

で
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
壁
に
分
身
を
映

し
な
が
ら
回
る
ア
ー
ム
。
川
の
そ
ば

で
水
の
き
ら
め
き
を
反
射
し
な
が
ら

舞
う
ス
テ
ン
レ
ス
の
羽
。
秋
田
空
港

の
前
庭
に
も
不
思
議
な
ス
テ
ン
レ
ス

の
リ
ン
グ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品

の
前
で
ふ
と
立
ち
止
ま
る
と
き
、
よ

り
鮮
明
に
周
囲
の
景
色
が
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。「
動
く
」
と
い
う
新
し
い
命
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

大
気
の
流
れ
を
感
じ
る
せ
い
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

雪
の
降
り
止
ん
だ
一
日
、
真
っ
白

な
芝
生
広
場
に
咲
く
楠
の「
赤
い
華
」

は
、
時
折
小
さ
な
雪
の
綿
帽
子
を
ふ

り
ま
き
な
が
ら
舞
っ
て
い
た
。
静
ま

り
か
え
っ
た
苑
地
の
赤
い
満
開
の
樹

は
、
春
の
山
肌
に
ぽ
つ
ん
と
咲
く
山

桜
の
よ
う
に
際
だ
っ
て
見
え
た
。

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長

小
笠
原　

光

（ステンレス・アクリル／600 × 288 × 288cm）

宙
の
華
（
そ
ら
の
は
な
）

楠
く
す
の
き
　
　
　

央

楠　

央
／
一
九
四
八
年
愛
知
県
生
ま

れ
。
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
、

第
７
回
ヘ
ン
リ
ー
ム
ー
ア
大
賞
展
・
彫

刻
の
森
美
術
館
賞
な
ど
受
賞
多
数
。

～　17　～

ひ
ろ
し
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※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
５
９
１　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
情
報
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

▼
年
が
明
け
て
、
仕
事

始
め
の
１
月
４
日
。
新

年
最
初
の
取
材
は
例
年

の
ご
と
く
消
防
出
初
め

式
。
行
進
す
る
団
員
の

姿
が
し
ん
し
ん
と
降
る

雪
に
ぼ
や
け
る
。
今
に

な
っ
て
思
え
ば
、
こ
の

大
雪
の
前
ぶ
れ
だ
っ
た

…
▼
昭
和
48
年
か
ら

49
年
に
か
け
た
冬
の
〝
四
八
豪
雪
〞
と

呼
ば
れ
る
大
雪
。「
玄
関
が
埋
も
れ
、
２

階
か
ら
出
入
り
し
た
」「
店
の
看
板
や
道

路
標
識
が
足
元
に
あ
っ
た
」「
車
を
道
路

に
乗
り
捨
て
歩
い
て
帰
っ
た
」
な
ど
当

時
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
。
母
は

「
や
っ
と
ハ
イ
ハ
イ
し
だ
し
た
あ
ん
た
を

抱
え
、
ど
こ
に
行
く
に
も
大
変
だ
っ
た
ん

だ
か
ら
」
と
雪
の
中
を
漕
い
で
歩
い
た
記

憶
を
話
す
▼
昭
和
48
年
の
夏
生
ま
れ
の

私
は
、
年
配
の
方
に
「
何
年
生
ま
れ
？
」

と
聞
か
れ
る
た
び
に
「
あ
の
豪
雪
の
年

か
」
と
話
を
広
げ
て
く
れ
た
の
で
都
合

が
良
い
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
耳
に
す
る

機
会
が
多
い
こ
と
で
〝
四
八
豪
雪
〞
を

よ
り
身
近
に
意
識
し
て
い
た
▼
正
月
気

分
を
吹
き
飛
ば
し
た
今
回
の
大
雪
は
、
先

の
長
い
冬
を
思
う
と
精
神
的
な
疲
労
感

も
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
何
の
縁
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
昨
年
生
ま
れ
た
わ
が
子

に
「
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
年
の
冬
は
…
」

と
話
し
て
聞
か
せ
る
日
が
来
る
こ
と
が
、

楽
し
み
の
一
つ
と
も
な
っ
た―

。 

け

編集雑記�

今もその積雪の状況が語り継がれる四八豪雪。
当時の井川村内の様子を伝える広報紙面。

昭和49年2月25日発行／特集「豪雪にいどむ日々」 豪雪特別企画

「あの日  あの時」「あの日  あの時」


